




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































民0 沿o 7 
親。岸。ピ
善。 にo
の0 漂0 サ
端。着。1/
緒。すo 7 
を。る O に
:r 
ノレ
ヤ
コ
某
頃
露
西
亜
並
に
欧
洲
諸
図
の
m
A
予
防
介
は
、
露
西
亜
じ
依
て
後
見
さ
れ
た
る
来
亜
細
豆
地
方
に
甚
大
の
興
味
を
越
し
‘
殊
に
巴
里
大
事
の
如
き
は
就
中
『
亜
細
亜
さ
亜
米
利
加
さ
は
連
結
さ
れ
で
あ
る
か
或
は
海
峡
を
以
て
分
離
さ
れ
て
あ
る
か
』
の
問
題
を
解
決
す
ぺ
〈
熱
中
し
て
居
?」
O
中
i
新
く
の
如
き
情
勢
で
ゐ
っ
た
か
ら
、
議
て
遠
来
に
親
線
を
傾
注
せ
る
ピ
I
タ
I
大
帝
は
此
問
題
解
決
の
た
め
特
別
探
険
隊
波
遣
の
勅
命
を
下
し
た
(
一
七
二
四
年
十
二
月
二
十
三
日
)
。
一
七
二
五
年
一
月
二
十
八
日
崩
御
に
な
っ
た
が
探
除
隊
は
恰
大
帝
は
其
後
五
泡
問
に
し
て
も
崩
御
の
前
日
に
出
後
し
て
居
た
、
隊
長
は
丁
抹
の
船
長
タ
イ
ツ
I
ス・ぺ
l
y
y
グ
で
あ
っ
た
、
此
男
は
既
に
二
十
何
年
前
か
ら
露
閣
に
勤
務
し
て
居
た
の
で
あ
っ
た
、
一
行
に
加
は
っ
た
露
図
人
の
海
員
で
は
チ
y
コ
プ
、
チ
ヤ
。
フ
y
y
、
ジ
バ
ン
ペ
Y
グ
の
三
名
で
其
他
水
夫
及
職
エ
が
合
せ
て
二
十
三
名
で
あ
っ
た
。
紗
宏
た
る
大
陸
を
踏
破
し
有
ら
ゆ
る
窮
乏
ぎ
困
難
ご
を
日
露
関
係
淵
源
ニ
二
五
同
栄
ミ
経
{
問
料
二
一
一
六
嘗
め
議
し
て
一
七
二
六
年
十
月
日
一
隊
は
漸
く
ア
ホ
1
ト
ス
ク
に
着
た
、
そ
れ
か
ら
般
の
建
造
に
着
手
し
て
一
七
三
七
年
八
月
二
十
二
日
此
庭
を
出
帆
し
一
週
間
か
》
っ
て
堪
察
加
の
海
岸
に
達
し
た
ニ
ジ
子
カ
ム
チ
ヤ
y
ー
別
に
多
認
を
な
し
翌
一
七
二
八
年
七
月
十
三
日
出
帆
し
て
北
統
を
続
け
た
、
斯
く
し
て
遂
に
束
仰
を
通
過
し
北
氷
洋
に
進
出
す
る
こ
ご
約
二
百
哩
郎
ち
北
緯
六
十
七
度
十
入
分
、
来
径
百
九
十
三
度
七
分
の
所
迄
行
っ
た
が
氷
に
国
務
き
る
〉
事
の
危
険
を
恐
れ
て
堪
察
加
へ
引
返
す
事
さ
し
た
、
時
恰
も
天
候
不
良
且
つ
濃
霧
の
た
め
程
}
泣
き
亜
米
利
加
の
海
岸
は
見
え
子
、
従
て
北
海
峡
を
後
見
し
て
古
来
の
地
理
率
上
の
疑
問
ペ
ア
Y
プ
Y
グ
に
ぺ
-
Y
Y
グ
が
蹄
っ
た
の
は
を
解
決
し
た
さ
の
自
信
は
得
な
か
っ
た
。
一
七
三
O
年
三
月
で
あ
っ
た
。
ハ
詔
者
法
Q
然
る
に
其
時
即
ち
一
七
二
入
年
に
ぺ
l
p
シ
ゲ
口
比
海
峡
守
護
見
し
れ
て
記
載
ぜ
る
邦
文
の
年
代
記
も
大
分
あ
る
が
、
べ
1
リ
シ
ゲ
・
が
初
め
て
琵
見
し
れ
a
い
の
は
二
回
目
の
探
険
の
時
古
川
仙
は
パ
れ
る
。
一
七
四
年
即
ち
彼
の
第
大
限
伯
者
『
阿
国
大
勢
史
」
与
凡
る
も
『
一
七
四
ゥ
ト
群
島
た
鷲
見
し
、
又
遜
に
亜
米
利
加
大
陸
た
菖
み
て
、
其
の
亜
細
亜
大
陸
さ
全
く
分
離
ぜ
る
も
の
な
ろ
こ
さ
ら
踏
め
れ
り
」
さ
め
る
o
又
波
諮
修
二
郎
氏
者
「
世
界
に
於
げ
る
日
本
人
』
ι
山
崎
る
も
『
一
七
四
一
年
べ
l
リ
シ
ゲ
及
チ
リ
ヨ
フ
の
行
め
て
ァil
vJl 
一
年
、
露
岡
崎
長
ぺ
1
リ
シ
グ
ハ
丁
抹
人
)
亜
細
亜
来
北
端
ミ
亜
米
和
加
西
北
坊
の
海
峡
た
越
ゆ
、
即
ち
『
ペ
ー
リ
シ
r
海
峡
」
の
起
リ
し
始
な
り
、
然
れ
ど
も
其
前
日
本
人
の
裂
し
土
ろ
同
日
此
海
峡
在
記
す
も
の
わ
り
、
倫
設
の
文
庫
に
販
す
』
で
あ
る
o
然
ろ
に
此
海
峡
は
貨
は
そ
れ
た
捌
る
九
十
四
年
前
即
ち
引
に
依
て
後
見
さ
れ
て
居
土
様
で
あ
る
。
六
四
七
年
ι
既
に
セ
ミ
ヨ
シ
・
デ
叫
V
子
ノ
H
y
ヨ
ア
ス
キ
ー
丘
署
『
ヤ
ポ
I
ニ
ヤ
・
イ
・
ロ
ジ
ヤ
』
中
に
次
の
記
事
が
あ
る
u
「
一
六
四
七
年
寄
薩
克
の
セ
ミ
ヨ
シ
・
デ
デ
子
ブ
さ
工
業
家
の
フ
ェ
ド
y
・
ア
レ
グ
セ
l
エ
フ
は
北
氷
洋
さ
太
平
洋
さ
の
通
路
島
接
見
し
土
.
彼
等
が
脆
弱
な
る
一
被
甲
板
胞
に
乗
じ
て
引
叶
什
ー
判
ー
ペ
川
ベ
叫
1
1
岬
ら
回
っ
て
亜
細
亜
直
米
利
加
問
の
海
峡
手
通
過
し
れ
の
は
一
六
四
八
年
で
あ
っ
士
、
汁
剖
l
l
引
引
は
又
唱
察
加
島
む
後
見
し
宍
而
し
て
品
等
探
険
の
報
告
は
之
た
ヤ
|
引
|
川
判
|
利
引
へ
護
送
し
士
、
借
地
が
其
報
告
書
は
ぺ
J
引
|
門
別
|
刈
i
r
へ
進
達
さ
れ
ず
、
空
し
く
其
地
の
記
録
保
存
所
に
留
置
か
れ
て
あ
る
事
、
ま
る
・
一
百
年
間
で
あ
っ
士
、
そ
れ
お
遂
に
宥
名
な
る
皐
士
U
「
M
1
l
川
l
州
が
設
見
し
て
貨
に
有
名
な
地
理
患
者
パ
l
セ
リ
が
日
つ
れ
如
く
、
琵
世
界
さ
新
世
界
さ
は
海
峡
に
て
分
離
し
て
居
ろ
さ
い
ふ
此
愛
見
は
、
一
四
九
二
年
ヨ
公
表
し
七
次
第
で
あ
る
。
の
最
大
後
見
で
あ
っ
て
、
是
は
貨
に
デ
グ
子
フ
の
功
続
で
わ
る
Q
吹
さ
呼
ば
ず
に
貨
は
デ
タ
ネ
フ
海
峡
さ
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
』
て
O
ロ
シ
プ
ス
の
亜
米
利
加
後
見
以
来
そ
れ
で
此
海
峡
は
引
|
川
U
J引
別
|
潟
ピ
l
h
p
l
大
帝
も
此
デ
グ
・
子
フ
の
愛
見
応
知
ら
?
に
居
士
事
は
無
論
で
あ
る
〉
O
日
疋
よ
り
先
、
ぺ
l
y
y
グ
は
ヤ
ク
l
ト
ス
グ
通
過
の
際
コ
ジ
レ
ブ
ス
キ
!
?
」
出
合
し
た
、
其
時
こT
ジ
レ
ア
ス
キ
ー
は
ぺ
y 
ン
グ
に
日
本
探
険
を
勤
め
た
が
、
ぺ
y 
シ
グ
は
、
ぞ
れ
は
自
己
の
責
務
で
は
な
い
ご
の
理
由
で
諒
か
な
か
っ
た
、
然
し
『
ベ
ア
Y
プ
Y
グ
に
競
還
の
後
此
問
題
を
喚
起
せ
ん
』
さ
の
誓
約
を
奥
へ
た
。
日
露
関
係
淵
源
二
二
七
商
業
さ
経
済
二
二
八
.圃阻-
・ー
-聞-
惣
左
一=・、
、ー・
礎
左
一
七
二
九
年
の
夏
の
事
で
あ
っ
た
、
堪
察
加
海
岸
で
二
般
の
日
本
婚
が
難
破
し
た
、
そ
れ
は
薩
摩
の
加
で
こ
般
は
「
プ
ア
ヤ
ジ
ク
九
」
ざ
い
M
ふ
)
米
、
紋
子
、
布
、
食
糧
口
問
、
紙
等
を
積
ん
で
大
阪
へ
行
く
の
で
あ
っ
た
が
念
中
暴
風
に
氾
ひ
大
洋
中
じ
漂
流
す
る
こ
ど
六
ヶ
月
徐
で
遂
じ
堪
察
加
の
官
バ
ト
カ
附
近
に
吹
着
け
れ
ら
て
難
破
し
た
の
で
あ
る
。
本
人
は
貨
物
の
幾
分
を
持
っ
て
上
陸
し
た
が
、
奇
薩
克
の
五
十
人
長
ア
ン
ド
レ
イ
ジ
チ
Y
ニ
コ
フ
ざ
い
ふ
者
の
襲
撃
に
泡
ふ
て
悉
く
惨
殺
さ
れ
、
貨
物
は
残
ら
子
掠
奪
さ
れ
た
。
生
存
し
て
居
た
十
七
人
の
日
然
る
に
不
思
議
に
も
此
虐
殺
を
兎
が
れ
た
者
が
二
人
あ
っ
た
、
一
人
は
y
I
ザ
(
評
者
註
、
惣
左
?
)
ぜ
い
ふ
若
人
で
、
今
一
人
は
ゴ
シ
ザ
(
誇
者
註
、
穣
左
?
)
ざ
い
ふ
十
一
歳
の
少
年
で
あ
っ
た
、
惣
左
は
舶
の
潜
導
役
で
、
藤
左
は
其
父
が
舵
手
を
し
て
居
た
の
で
航
海
見
習
の
た
め
一
絡
に
乗
込
ん
で
居
た
の
で
あ
っ
た
。
ジ
チ
シ
ニ
コ
ブ
の
此
盤
的
行
怨
が
ヤ
グ
1
ト
ス
グ
の
官
廊
じ
知
れ
る
芯
獲
の
訓
令
も
あ
る
事
な
の
で
彼
は
早
速
投
獄
さ
れ
、
同
時
に
事
件
の
詳
細
は
ベ
引
y
プ
y
グ
に
報
告
さ
れ
た
寸
引
汁
寸
引
イ
ペ
は
女
帝
列
刈
利
引
引
ぺ
引
引
の
命
に
依
b
死
刑
じ
慮
せ
ら
れ
た
。
惣
左
に
擁
左
は
一
七
ご
二
年
ヤ
ク
I
ト
ス
ク
へ
遣
ら
れ
茶
庭
に
約
五
週
間
官
費
で
養
は
れ
、
そ
れ
か
ら
ト
ボ
η
ノ
ス
ク
へ
遣
ら
れ
其
庭
で
何
不
自
由
な
き
待
遇
を
受
け
て
四
週
間
過
す
ご
、
今
度
は
特
別
護
衛
者
を
附
け
ら
れ
て
モ
ス
コ
1
ヘ
遣
ら
れ
た
.
す
る
さ
西
比
利
亜
政
廓
は
彼
等
を
同
じ
特
別
護
衛
者
附
で
ベ
-
7
Y
プ
Y
グ
の
元
老
院
に
遣
っ
た
、
元
道
院
は
彼
等
の
事
を
女
帝
に
奏
上
し
た
。
二
人
が
堪
察
加
の
海
岸
じ
上
陸
し
て
か
ら
ベ
ア
Y
プ
Y
グ
じ
着
く
迄
二
ヶ
年
か
〉
っ
た
が
(
或
は
五
ヶ
年
さ
も
い
ふ
)
其
悶
に
怜
倒
な
、
戚
受
性
K
富
む
礎
左
は
露
語
の
舎
話
に
上
達
し
て
居
た
。
女
帝
は
夏
の
宮
殿
に
於
て
二
人
を
引
見
し
遭
難
に
民
闘
し
機
嫌
よ
く
親
し
く
程
々
の
質
問
を
な
し
、
侍
従
務
官
ク
γ.
ヤ
コ
プ
に
命
じ
て
雨
人
を
官
費
で
扶
養
す
る
事
ざ
し
た
。
一
七
三
四
年
女
帝
の
命
に
依
り
二
人
は
基
督
教
を
亭
ぶ
た
め
幼
年
亭
校
に
入
れ
ら
れ
、
某
年
十
月
二
十
日
に
二
人
共
洗
避
を
受
け
惣
左
は
ク
ジ
マ
・
ジ
ュ
1
7
ヅ
、
権
左
は
デ
ミ
ヤ
ン
・
ポ
Y
モ
y
エ
プ
ご
い
M
ふ
名
を
授
り
ら
れ
た
。
一
七
三
五
年
権
左
は
露
詰
皐
修
の
た
め
ア
レ
ク
ナ
ン
ド
ロ
ア
只
カ
ヤ
紳
苧
校
じ
入
a
れ
ら
れ
其
後
間
も
な
く
二
人
共
的
学
士
院
に
移
さ
れ
た
、
而
し
て
『
露
語
を
率
修
さ
せ
る
の
み
な
ら
子
日
本
語
を
忘
れ
し
め
ゴ
ら
ん
た
め
露
国
の
少
年
に
日
本
語
を
教
へ
し
な
ぺ
し
』
さ
の
特
別
命
令
が
一
七
五
六
年
に
出
さ
れ
た
。
斯
く
し
て
二
人
は
露
西
亜
に
何
不
自
由
な
く
卒
和
に
暮
し
て
居
た
が
惣
左
は
一
七
三
六
年
九
月
十
八
日
四
十
三
歳
で
死
し
、
権
左
は
、
一
七
三
九
年
十
二
月
十
五
日
二
十
一
歳
ニ
二
九
日
露
関
係
削
減
商
業
さ
経
済
二
三
O
で
死
ん
だ
っ
惣
左
は
ク
オ
ズ
子
セ
ニ
エ
ゴ
ス
ポ
ド
ニ
ヤ
寺
院
の
傍
仁
、
権
左
は
カ
ク
ン
キ
ナ
二
人
共
死
ん
だ
時
は
「
迄
遠
な
る
図
か
ら
露
関
に
来
た
人
が
あ
っ
た
ャ
寺
院
に
葬
ら
れ
た
。
記
念
ざ
し
て
業
符
像
は
模
潟
さ
れ
叉
石
一
目
白
の
俄
面
も
作
ら
れ
』
業
等
は
帝
室
古
奇
物
陳
列
館
に
安
置
さ
れ
て
居
た
が
現
今
は
人
程
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
あ
る
。
樫
左
は
才
幹
あ
る
士
一
円
年
で
露
語
に
精
通
し
日
本
一
語
率
校
で
は
美
事
に
日
本
一
請
を
数
・
授
し
て
局
穴
(
比
亭
校
は
一
七
三
六
年
率
士
院
附
属
ざ
し
て
設
立
さ
れ
た
)
、
又
彼
は
深
山
の
教
科
書
を
編
纂
し
、
業
手
書
は
今
備
事
士
院
に
保
存
さ
れ
て
あ
る
。
惣
左
、
権
左
の
事
は
ク
-
ブ
セ
ニ
Y
ニ
コ
プ
教
授
著
『
オ
ピ
サ
ニ
エ
・
ゼ
ム
y
・
カ
ム
チ
ヤ
y
h
t
・
』
(
誇
者
設
、
『
堪
察
加
記
』
)
ご
い
ふ
本
に
精
し
く
裁
っ
て
居
る
(
此
本
は
現
今
金
日
由
凡
さ
し
て
の
珍
資
さ
も
謂
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
)
、
兎
に
角
惣
左
、
権
左
の
事
は
歴
史
上
か
ら
見
た
る
日
露
関
係
に
大
な
る
興
味
を
奥
へ
る
も
の
ご
一
一
一
一
口
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
四
露
西
亜
に
於
て
刊
行
さ
れ
‘
た
る
日
本
に
閲
す
る
初
代
の
書
籍
一
七
三
四
年
に
始
め
て
『
日
本
記
』
な
る
本
が
出
版
さ
れ
た
、
内
容
は
日
本
の
紹
介
、
耶
蘇
殺
徒
迫
害
事
件
等
で
る
、
此
本
は
一
六
四
八
年
和
蘭
語
に
て
出
版
さ
れ
た
る
カ
y
y
氏
の
『
日
本
記
』
の
露
諒
で
あ
る
。
一
七
五
五
年
ス
ア
バ
y
・
グ
ラ
セ
ー
ン
コ
フ
殺
授
若
『
堪
察
加
記
』
出
版
さ
れ
、
堪
察
加
、
千
島
、
北
お
近
、
日
本
、
部
太
に
閲
す
る
記
事
が
載
っ
て
居
る
。
ー
大
m
半
数
授
イ
ヲ
シ
・
v
イ
ペ
y
若
『
日
本
帝
図
歴
史
』
な
る
本
が
副
司
A
3
1
に
て
出
版
さ
れ
た
、
日
本
の
地
理
、
歴
史
、
宗
致
、
政
治
、
習
慣
、
道
徳
及
致
育
の
六
章
よ
一
七
七
三
年
モ
ス
コ
h
j
成
立
っ
て
居
る
。
一
七
入
六
年
兵
-
ア
バ
ン
・
ク
ラ
セ
ユ/
一
コ
プ
殺
授
若
『
堪
察
加
記
』
の
第
二
版
が
出
版
さ
れ
た
。
一
七
入
六
年
『
日
本
。
退
屈
の
良
薬
』
な
る
本
が
出
版
せ
れ
た
。
一
七
八
七
年
『
日
本
人
に
関
す
る
正
確
な
る
報
道
』
な
る
本
が
有
名
な
る
瑞
典
の
植
物
亭
者
ヅ
ン
ペ
Y
グ
の
著
書
の
露
諮
さ
し
て
現
は
れ
た
。
一
七
九
一
年
『
日
本
人
の
描
寝
』
な
る
本
が
偽
語
よ
b
課
さ
れ
て
後
行
さ
れ
た
。
五
ン
ノ、
ン
J ¥ こ
ル
グ
・
ワ
リ
ト
ン
・
セ
リ
チ
ン
グ
の
探
険
日
本
及
日
本
人
に
悶
し
て
は
書
籍
も
斯
〈
の
如
〈
数
極
刊
行
さ
れ
又
報
道
も
堪
察
加
よ
-J，h，T
羽
川
双
山
V
W汀
司
h
f
伝
B
F
V
、T
-
一一
一
一
商
業
さ
極
探
一
一一一
b
時
々
受
取
ら
れ
て
は
居
た
が
、
そ
れ
で
も
第
十
八
世
紀
に
於
て
は
日
本
及
日
本
人
に
闘
す
る
知
識
は
お
よ
っ
て
限
時
限
腿
た
る
も
の
で
あ
っ
た
、
そ
れ
に
西
欧
諸
園
殊
に
和
蘭
よ
り
進
入
す
る
反
駁
的
報
道
さ
混
合
し
て
殆
ざ
捕
捉
に
苦
し
む
情
態
で
あ
っ
た
。
立
(
頃
西
欧
の
事
者
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
に
依
っ
て
仰
へ
ら
れ
た
抑
制
泣
に
絞
る
ご
「
地
筏
加
さ
蝦
夷
さ
は
同
一
宇
島
で
あ
る
』
さ
云
ふ
是
は
一
六
四
三
年
和
蘭
般
『
カ
ス
ト
y
コ
で
あ
る
。
此
設
に
基
い
て
ク
ヰ
ト
セ
ン
著
二
六
七
九
年
)
、
ゴ
マ ム
』
の
探
険
報
告
に
基
い
て
の
設
ン
若
二
七
二
四
年
~
南
地
闘
に
事
で
あ
っ
た
。
も
蝦
夷
は
堪
察
加
竿
島
に
連
続
似
せ
る
竿
島
さ
し
て
我
せ
で
あ
る
。
此
事
に
関
し
ク
ラ
セ
ー
ン
ニ
コ
プ
数
授
は
自
著
『
堪
察
加
記
』
中
に
次
の
様
に
臼
っ
て
居
る
、
『
堪
察
加
ご
蝦
夷
さ
は
迷
給
し
た
も
の
な
り
さ
の
意
見
は
根
挨
あ
る
も
の
さ
し
て
永
年
認
め
ら
れ
て
居
た
が
、
其
後
雨
者
の
問
に
は
海
峡
あ
る
の
み
な
ら
宇
多
く
の
島
が
あ
る
事
が
解
っ
た
』
さ
。
さ
が
同
一
宇
島
で
あ
る
さ
い
ふ
設
は
西
欧
諸
図
で
永
年
俸
揺
さ
れ
て
居
た
の
で
、
蝦
夷
が
露
堪
察
加
さ
蝦
夷
西
豆
地
固
に
記
入
さ
れ
て
居
た
の
は
無
理
も
な
い
事
で
あ
る
。
ロ
プ
は
「
地
図
』
を
若
は
し
た
、
此
地
図
に
撲
る
さ
日
本
は
北
緯
三
十
反
乃
至
五
十
度
末
経
百
一
七
三
四
年
イ
ヲ
シ
キ
y
二
十
度
乃
至
百
四
十
五
反
の
問
に
在
っ
て
、
江
戸
は
日
本
海
岸
に
座
っ
て
居
る
、
勿
論
甚
不
正
総
で
は
あ
る
が
「
そ
れ
で
も
兎
に
角
レ
メ
グ
フ
の
そ
れ
に
比
較
す
る
ご
甚
進
歩
し
た
る
地
周
‘ー
で
あ
る
、
而
し
て
蝦
夷
は
、
き
ち
ん
芝
、
一
個
の
島
三
し
て
表
示
さ
れ
て
あ
る
o
亜
細
亜
東
部
の
地
理
は
斯
く
の
如
く
不
明
瞭
で
は
あ
り
又
従
来
の
探
険
で
は
西
比
利
亜
の
東
端
を
鮮
明
に
す
る
能
は
な
か
っ
た
の
で
、
ア
Y
ナ
・
イ
ヲ
ノ
ア
ナ
女
帝
の
命
に
依
り
一
七
三
二
年
再
び
ク
キ
ヅ
I
デ
ペ
1
7
Y
グ
を
隊
長
ざ
す
る
採
除
隊
は
組
織
さ
れ
た
。
目
疋
よ
b
先
、
寸
川
川
パ
列
は
、
諮
に
ゴ
η叶
オ
ベ
対
川
に
血
〈
へ
た
る
約
束
佐
忠
出
し
、
判
刻
刻
U
引
世
に
上
一
実
書
を
奉
呈
し
て
、
日
本
に
加
援
す
る
千
島
列
島
を
占
領
す
る
事
の
利
盆
及
日
本
ご
永
久
的
商
関
係
を
結
ぶ
事
の
疑
も
な
き
一
滴
利
を
述
ぺ
る
所
が
あ
っ
た
。
女
帝
は
此
上
奏
を
容
-
れ
、
露
図
の
東
端
及
日
本
を
正
確
に
探
険
す
る
た
め
特
別
採
除
隊
減
退
の
準
備
を
命
じ
た
。
然
し
此
採
除
隊
は
前
記
の
如
く
一
代
後
れ
て
、
ァ
y
ナ
イ
ヲ
ノ
ア
ナ
時
代
に
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
此
探
除
隊
の
使
命
さ
し
て
は
、
亜
細
亜
亜
米
利
加
問
の
海
峡
問
題
を
解
決
す
る
事
の
外
倫
日
本
の
沿
岸
を
国
記
す
る
事
で
あ
っ
た
。
日
本
探
険
枝
隊
の
隊
長
は
エ
ム
・
ベ
I
・γ
バ
ン
ペ
Y
グ
で
あ
っ
て
、
彼
に
奥
へ
ら
れ
た
命
令
さ
い
ふ
の
は
『
日
本
へ
行
く
航
路
ご
千
島
諸
島
の
情
況
ご
を
取
調
ぺ
、
日
本
へ
行
つ
て
は
、
『
彼
の
引
込
思
案
で
交
際
を
忌
む
国
随
頑
迷
な
る
図
民
』
を
友
情
を
以
て
服
せ
し
む
る
匁
仁
、
彼
等
を
し
て
白
ら
欲
す
る
佳
に
匁
き
し
め
よ
』
ご
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。
倫
日
本
に
謝
す
る
露
西
亜
の
親
和
的
態
皮
の
表
示
ざ
し
て
、
此
枝
隊
は
、
諮
日
露
関
係
湖
沼
一
一一一
跨
業
守
」
経
抑
制
二
三
四
に
堪
察
加
海
岸
じ
打
上
げ
ら
れ
た
る
日
本
の
漂
流
者
を
悉
〈
同
般
せ
し
め
て
其
郷
固
に
送
還
す
べ
き
責
任
を
負
は
さ
れ
て
居
た
。
ジ
バ
ン
ペ
ル
グ
は
一
七
三
五
年
ア
ホ
I
ト
ス
グ
じ
到
着
し
、
般
の
建
造
や
探
険
の
準
備
の
た
め
比
地
に
三
年
留
ま
え
愈
々
謎
の
日
本
海
岸
じ
向
っ
て
出
帆
し
た
の
は
一
七
三
入
年
七
月
十
入
日
で
あ
っ
た
。
般
は
三
般
で
、
『
ミ
ρ
イ
Y
・ァ
y
ρ
シ
グ
y
』
践
は
γ
バ
シ
ペ
Y
グ
之
を
指
揮
し
、
『
ナ
ヂ
エ
ジ
タ
』
競
に
は
般
長
ヲ
リ
ト
ン
ロ
認
さ
な
り
、
『
ガ
?
?
1
.
Y
』
競
に
は
海
軍
少
尉
試
補
セ
ク
チ
ン
グ
が
長
で
あ
っ
た
。
氷
に
出
逢
っ
た
の
で
三
般
共
徐
儀
な
〈
ポ
η
ノ
セ
V
ヅ
ク
に
・
寄
港
し
、
此
彪
に
一
ヶ
月
ば
か
b
-
碇
泊
し
て
七
月
十
五
日
更
に
出
帆
し
た
。
最
初
は
三
船
共
一
緒
に
進
ん
で
居
た
が
、
千
島
第
出
帆
後
大
流
一
民
附
廷
で
濃
霧
の
た
め
互
に
分
離
し
て
し
ま
っ
た
。
『
ミ
川
イ
Y
・ァ
y
ρ
ン
グ
Y
』
競
は
千
島
列
島
じ
沿
ふ
て
南
悲
し
た
が
、
ざ
の
島
の
海
岸
も
岩
石
多
く
、
接
近
す
る
に
不
便
た
う
た
の
で
ジ
.
戸
ジ
ペ
Y
グ
は
ざ
の
島
に
も
近
付
か
や
ノ
、
唯
二
十
二
個
の
島
に
各
々
名
務
を
奥
へ
る
丈
に
止
め
た
.
而
し
て
入
月
三
日
じ
は
北
緯
四
十
五
反
五
分
の
彪
郎
も
得
撫
島
迄
行
っ
た
、
印
ち
ジ
バ
シ
ペ
Y
グ
は
折
角
此
彪
迄
来
た
が
濃
霧
‘
長
夜
、
海
路
の
不
案
内
、
糧
食
の
侠
乏
、
念
流
及
其
他
の
理
由
に
よ
っ
て
此
所
か
ら
鈴
迭
に
就
く
事
を
千
島
の
殆
ざ
全
島
を
見
た
誇
で
あ
る
o
決
し
、
八
月
十
七
日
ポ
η
ノ
セ
V
ヅ
ク
に
脂
附
着
し
た
0
.
カ
ピ
タ
ン
・
ワ
リ
ト
シ
は
千
島
の
沿
岸
を
北
緯
四
十
三
度
こ
分
の
庭
迄
行
っ
て
入
月
二
十
四
日
ポ
η
ノ
セ
V
ヅ
グ
に
録
着
し
た
。
セ|
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チ
シ
グ
は
一
番
つ
ま
ら
ぬ
結
果
を
費
し
て
入
月
七
日
第
一
番
に
堪
察
加
に
腸
っ
た
。
翌
年
の
探
険
は
迄
か
に
良
き
結
果
を
得
た
、
郎
も
ジ
バ
ン
ペ
Y
グ
ダ
」
ヲ
y
ト
γ
さ
は
日
本
海
岸
に
到
達
し
た
。
一
七
三
入
年
よ
b
翌
九
年
に
移
る
各
に
ジ
バ
ン
ペ
Y
グ
は
第
四
般
?
建
造
し
た
。
日
四
般
の
般
は
堪
察
加
を
出
帆
し
針
路
を
南
へ
取
っ
て
進
ん
だ
、
最
初
四
般
は
一
緒
に
進
ん
で
居
た
が
六
月
十
四
日
暴
風
に
遇
っ
て
離
散
し
た
。
一
七
三
九
年
五
月
二
十
一
ジ
バ
シ
ぺ
Y
グ
は
南
進
を
療
け
六
月
十
六
日
北
緯
三
十
九
度
の
庭
で
始
め
て
日
本
(
本
州
)
の
海
岸
を
認
め
た
、
而
し
て
二
日
間
許
り
其
海
岸
を
航
行
し
て
北
緯
三
十
八
反
四
十
一
一
分
の
庭
甲
板
か
ら
見
渡
す
さ
深
山
の
村
落
、
耕
地
、
森
林
が
遠
く
連
な
b
殊
に
の
海
岸
に
投
錨
し
た
。
海
岸
に
は
漂
山
の
『
ジ
ヤ
ジ
グ
般
』
が
繋
が
っ
て
ゐ
た
。
を
認
め
て
二
般
の
小
般
は
我
般
を
指
し
て
進
ん
で
来
た
が
、
我
般
よ
b
は
接
近
を
乞
ふ
た
に
も
拘
は
ら
子
、
一
入
O
乃
至
二
四
O
J
1
ト
」
(
誇
者
註
、
我
三
十
問
乃
至
四
十
周
)
の
間
隔
を
離
れ
、
ぞ
れ
以
内
は
接
近
す
る
事
を
敢
て
し
な
か
っ
た
、
而
し
て
却
っ
て
我
等
を
手
真
似
で
陸
じ
招
陸
か
ら
は
直
ち
に
異
閥
般
の
出
現
い
た
、
然
し
ジ
バ
ン
ペ
Y
グ
は
散
の
民
に
掛
る
事
を
恐
れ
て
此
所
を
出
帆
し
、
本
州
の
束
海
岸
に
沿
ふ
て
甫
航
し
北
緯
三
十
七
度
三
十
分
の
借
地
で
再
び
投
錨
し
た
。
有
名
な
る
卒
者
ミ
w
p
日
露
協
係
湖
涼
二
三
五
商
業
主
経
済
一一一ニムハ
川
川
の
推
定
に
撲
る
さ
、
此
投
錨
は
北
緯
品
川
入
皮
サ
五
分
の
庭
ざ
い
V
ふ
事
で
あ
る
o
海
岸
の
日
本
人
は
新
来
の
珍
客
を
初
は
大
な
る
驚
惨
さ
疑
・
認
さ
を
以
っ
て
見
た
が
、
間
も
な
く
馴
れ
て
親
交
的
好
意
を
表
は
し
我
等
さ
物
々
交
F
換
迄
~
も
な
し
た
、
ニ
般
の
小
舟
は
我
般
に
近
づ
き
金
賞
、
米
、
鮮
魚
、
煙
草
、
業
他
製
作
口
仰
を
持
っ
て
来
て
露
西
亜
の
夜
々
な
物
品
さ
交
換
し
た
。
日
過
ぎ
て
か
ら
日
本
の
高
官
が
四
人
我
般
に
来
た
、
彼
等
は
日
本
の
戯
儀
作
泌
を
守
っ
て
何
時
迄
も
路
座
し
て
居
た
が
γ
バ
ン
ペ
Y
グ
は
之
が
果
し
て
何
を
意
味
す
る
か
了
解
せ
な
か
っ
た
、
然
し
多
分
譲
遜
ぞ
表
は
す
も
の
さ
忠
ふ
て
、
立
上
る
事
を
懇
請
し
た
。
日
本
官
吏
は
我
舶
で
「
?
オ
y
ド
ヵ
」
其
他
種
々
な
飲
食
物
の
饗
応
を
受
け
る
な
ピ
非
常
の
欽
待
h
T
受
け
て
至γ
 
極
満
足
の
躍
で
あ
っ
た
。
ジ
バ
シ
ペ
ル
'
'
グ
は
叉
彼
等
じ
日
本
の
地
固
(
本
州
)
を
見
せ
た
。
バ
ン
ペ
Y
グ
は
白
己
の
主
要
な
る
任
務
印
ち
『
日
本
の
地
理
的
情
況
の
解
明
』
を
遂
行
し
た
ご
い
ふ
自
信
を
得
、
又
一
方
日
本
人
の
襲
撃
を
恐
れ
た
の
で
此
地
な
引
揚
げ
北
東
へ
針
路
を
取
b
入
月
十
五
日
ポ
y
セ
レ
y
ク
に
続
着
し
た
。
此
探
険
で
乗
組
の
三
十
人
を
失
っ
た
。
此
時
の
有
様
を
記
せ
る
日
本
の
記
事
を
紹
介
す
る
さ
『
岡
本
柳
之
助
編
日
露
交
渉
北
海
道
史
稿
』
に
次
の
記
事
が
あ
る
。
『
ム
ー
を
距
る
こ
さ
百
五
十
七
年
前
、
楼
町
帝
の
朝
、
徳
川
吉
宗
の
賂
軍
職
た
h
し
時
、
元
文
己
未
五
月
二
十
三
日
、
奥
州
仙
蚕
飯
牡
鹿
郡
の
沖
に
、
日
本
人
の
見
馴
れ
ざ
る
般
.
二
般
出
渡
し
、
某
翌
二
十
四
日
の
朝
、
一
日
一
理
郡
演
沖
仁
三
般
出
現
す
同
二
十
七
日
の
薄
幕
、
牡
鹿
郡
網
地
演
の
漁
夫
喜
三
兵
衛
な
る
者
あ
b
、
漁
に
出
で
田
代
演
沖
に
至
る
、
此
者
朝
餐
を
早
く
食
し
、
殊
の
外
在
腹
な
り
け
れ
ば
、
陸
に
儲
ら
ん
ご
し
り
る
所
に
、
大
般
一
一
般
近
く
に
胸
、
り
来
る
、
穀
舶
な
ら
ん
さ
思
ひ
近
づ
け
ば
外
因
般
な
b
、
其
人
々
を
見
る
に
何
や
ら
ん
食
し
居
れ
ば
、
己
れ
も
忠
一
腹
じ
堪
へ
か
ね
、
喜
三
兵
衛
形
容
し
て
食
を
乞
ふ
、
彼
れ
食
す
る
所
の
蒸
餅
を
奥
ふ
、
彼
又
喜
三
兵
衛
に
望
む
に
、
煙
草
を
請
ふ
も
の
〉
如
け
れ
ば
、
英
懐
中
す
る
所
の
も
の
を
奥
へ
b
、
其
時
十
文
字
を
印
し
た
る
札
一
枚
を
贈
る
、
机
畑
中
を
見
る
に
丈
高
き
男
四
五
十
人
も
居
b
た
り
、
日
も
賂
に
暮
れ
な
ん
ご
す
れ
ば
喜
三
兵
衛
は
陸
に
錦
b
ぬ
、
倫
ほ
此
般
近
海
に
居
り
て
出
渡
せ
し
か
ば
、
早
〈
も
仙
歪
じ
問
へ
、
藩
臣
千
葉
勘
七
郎
な
る
者
、
見
分
ざ
し
て
出
張
し
、
其
般
に
近
づ
く
じ
及
ん
で
、
被
b
物
を
取
b
、
越
し
案
内
そ
乞
ふ
者
の
如
〈
す
、
魯
般
も
之
を
領
し
、
勝
内
へ
延
く
、
陣
中
一
見
を
乞
ふ
者
の
如
〈
し
け
れ
ば
、
般
員
案
内
し
て
賠
室
に
招
じ
、
船
賂
自
ら
出
で
銀
盃
に
て
酒
を
薦
め
、
又
高
閣
闘
を
出
し
て
示
し
日
本
閣
に
近
き
所
に
至
h
J
し
ぞ
一
エ
ふ
、
船
中
武
器
ケ
見
宇
皮
類
を
積
ん
で
充
満
す
、
又
狐
の
皮
の
様
な
る
も
の
を
勘
七
郎
の
従
者
に
奥
へ
、
其
者
の
着
す
る
所
の
紙
会
mm
を
見
て
殊
の
外
壁
む
も
の
〉
如
く
し
け
れ
ば
、
奥
へ
て
跨
る
ご
一
玄
ふ
。
日
露
関
係
捌
源
ニ
三
七
商
業
さ
経
済
二
三
八
又
田
代
演
の
沖
に
在
る
時
、
名
主
善
兵
衛
其
館
営
見
分
せ
ん
ざ
し
て
其
般
に
至
る
、
彼
等
善
兵
衛
の
躍
す
る
時
、
頭
を
撫
で
手
に
油
の
附
き
た
る
を
見
て
、
一
笑
し
居
れ
b
芝
、
善
兵
衛
般
中
を
残
る
隈
な
く
一
見
し
、
鯨
h
J
て
仙
蓋
侯
へ
開
申
せ
り
』
さ
の
前
期
く
の
如
く
判
ベ
利
川
川
到
の
報
告
さ
日
本
側
の
記
事
さ
は
大
陸
に
於
て
、
緯
度
、
時
目
、
情
一
致
す
る
か
ら
ジ
バ
ン
ペ
Y
グ
の
報
一
告
は
確
に
偽
で
な
か
っ
た
じ
も
関
ら
子
、
多
数
の
露
閣
の
向
学
者
や
免
政
者
が
此
報
告
に
疑
を
抱
き
し
事
は
甚
遺
憾
で
あ
る
。
日
本
側
の
記
録
に
よ
り
バ
J
ペ
パ
ペ
バ
列
の
投
錨
し
た
所
は
奥
州
陸
前
の
図
牡
鹿
郡
で
あ
っ
た
事
が
解
況
に
於
て
る
O 
ワ
7
ト
ン
は
如
何
な
る
行
動
を
な
し
た
か
さ
い
ふ
さ
、
僚
般
さ
離
れ
て
の
も
は
針
路
を
西
南
に
取
り
航
行
し
、
六
月
十
六
日
北
緯
三
十
七
度
四
十
二
分
の
庭
で
日
本
の
海
岸
を
認
め
、
翌
十
七
日
一
般
の
日
本
般
を
見
附
け
、
そ
れ
に
尾
行
し
て
沿
岸
を
航
行
し
、
滋
海
の
或
る
村
に
這
ミ
y
v
v
の
音
山
し
、
そ
こ
に
投
錨
し
た
。
位
置
は
北
緯
三
十
四
皮
十
六
分
の
所
で
あ
っ
た
。
見
で
は
7
7
ト
ン
が
日
本
海
岸
を
認
め
た
さ
い
ふ
所
は
北
緯
三
十
入
皮
十
七
分
で
、
投
錨
し
た
所
は
北
緯
三
十
三
度
四
十
入
分
の
地
で
あ
る
o
此
村
の
住
民
は
既
に
其
前
に
欧
洲
、
人
さ
接
鰯
し
た
事
が
あ
っ
た
の
で
升
パ
ペ
引
に
取
っ
て
は
叫
べ
判
寸
竹
ク
に
・
比
し
て
日
本
人
に
接
近
す
る
事
が
甚
容
易
で
あ
っ
た
。
投
錨
後
間
も
な
く
ヲ
η
ノ
ト
ン
は
村
民
の
招
待
を
受
け
た
の
で
部
下
の
カ
ジ
ミ
ロ
ア
に
入
人
の
乗
組
を
附
け
て
村
へ
遣
っ
た
。
そ
れ
は
飲
料
水
宇
佐
取
る
の
が
主
眼
で
ゐ
っ
た
。
物
し
、
水
も
取
っ
た
の
で
一
行
は
直
ち
に
館
般
し
た
o
れ
た
が
一
般
に
は
日
本
の
官
吏
が
乗
っ
て
居
た
。
彼
等
は
上
陸
に
際
し
て
群
集
の
政
迎
を
受
け
た
。
村
中
を
見
踊
る
時
は
津
山
の
日
本
小
舟
に
迭
ら
此
官
吏
は
我
般
に
来
て
優
待
さ
れ
、
双
方
よ
り
の
姶
物
は
此
所
で
交
は
さ
れ
た
。
又
英
問
に
小
舟
上
の
日
本
人
さ
露
水
夫
間
に
甚
盛
大
な
る
物
物
交
換
が
行
は
れ
た
o
日
本
人
さ
其
小
舟
の
数
が
刻
々
に
増
加
す
る
の
で
引
引
川
内
は
、
若
し
爾
図
人
間
に
衝
突
で
も
あ
っ
て
は
さ
恐
れ
、
鈴
儀
な
く
夕
方
此
所
を
抜
錨
し
て
倫
南
へ
さ
進
ん
r。
北
緯
三
十
三
度
二
十
入
分
の
所
迄
行
‘
っ
て
引
返
し
七
月
二
十
三
日
利
9
セ
レ
ク
タ
に
腸
着
し
た
。
此
事
件
に
就
い
て
は
『
北
海
道
史
稿
』
に
次
の
記
事
が
あ
る
。
『
谷
河
滋
の
平
三
郎
、
田
代
演
の
迭
に
て
黒
般
に
逢
ひ
、
般
中
よ
b
穫
を
後
し
て
「
さ
は
こ
」
ご
一
玄
ふ
、
故
に
姻
草
を
所
望
す
る
な
ら
ん
さ
思
ひ
、
紙
片
に
包
み
、
丸
め
て
投
卑
せ
b
、
卒
三
郎
の
般
ヘ
銀
子
を
投
げ
入
れ
た
り
、
其
後
去
b
て
行
く
所
を
知
ら
す
、
仙
蚤
侯
は
銀
子
及
札
等
を
添
へ
て
幕
府
じ
開
申
し
け
れ
ば
、
幕
府
は
之
を
長
崎
奉
行
に
下
し
、
和
蘭
甲
比
丹
を
し
て
鑑
定
せ
し
む
る
仁
、
銀
子
、
は
魯
西
亜
闘
の
吋
池
袋
じ
し
て
、
札
は
骨
勝
な
る
事
を
設
せ
り
。
日
露
関
係
抑
涼
二
三
九
商
業
主
経
済
此
月
二
十
五
日
、
安
房
園
長
狭
郡
天
津
村
よ
b
二
里
沖
に
外
図
帰
一
般
来
b
、
天
津
村
浦
方
二
四
O
の
網
納
屋
に
住
居
す
る
漁
夫
太
郎
兵
衛
の
家
に
高
右
衛
門
な
る
者
居
合
せ
け
る
が
、
海
岸
に
八
人
乗
の
端
艇
に
乗
り
、
水
檎
を
持
も
何
れ
も
靴
を
穿
ち
て
上
陸
し
.
井
戸
を
等
ね
来
り
て
水
を
汲
み
、
糸
に
連
ね
た
る
玉
十
七
述
、
外
じ
玉
七
を
置
き
、
其
謝
漣
を
表
す
る
形
容
し
て
示
し
欺
越
し
で
去
る
、
英
井
戸
の
際
な
る
太
郎
兵
衛
の
宅
に
腰
を
掛
け
芸
家
に
在
る
所
の
姻
草
を
引
寄
せ
て
喫
し
た
b
、
紙
筆
・
を
奥
へ
て
書
せ
し
め
ん
さ
す
れ
ピ
も
書
せ
争
、
太
郎
兵
・
衡
の
隣
家
に
市
右
衛
門
な
る
者
あ
b
此
家
の
戸
口
に
置
き
た
る
大
根
四
五
本
を
取
b
銀
子
を
一
個
置
て
去
る
、
市
右
衛
門
業
銀
子
を
返
さ
ん
ざ
す
る
に
言
語
通
守
歩
、
彼
も
強
て
置
き
去
る
、
早
速
業
旨
を
本
村
の
名
主
組
領
に
報
じ
け
れ
ば
、
名
主
長
右
衛
門
、
組
頭
入
郎
兵
街
来
る
さ
雄
も
、
既
に
外
図
人
は
去
る
を
以
て
、
般
を
下
し
て
其
跡
を
逗
ふ
さ
雄
も
、
本
般
は
既
に
碇
を
揚
げ
て
針
路
を
南
し
て
去
る
、
名
主
組
頭
は
玉
及
銀
子
を
添
へ
放
を
具
じ
て
此
地
の
支
配
な
る
幕
府
の
代
官
源
新
五
郎
に
届
出
た
b
、
首
都
府
は
其
銀
子
及
玉
を
長
崎
奉
行
に
下
し
、
和
関
甲
比
丹
に
鑑
定
せ
し
む
、
銀
子
は
魯
闘
の
通
貨
に
し
て
玉
は
坊
間
に
龍
ャ
所
の
も
の
な
り
、
陸
奥
安
房
の
海
岸
に
来
り
し
は
魯
図
版
な
る
こ
さ
を
知
る
を
得
た
り
』
さ
。
?
?
ト
シ
の
此
一
個
の
事
件
に
関
し
て
斯
〈
の
如
く
露
西
亜
側
の
記
事
ご
日
本
側
の
記
q 
事
さ
(
汁
リ
問
に
多
少
相
患
の
結
が
後
見
さ
る
、
が
、
何
れ
の
記
事
が
果
し
て
畳
一
を
傍
ふ
る
も
の
で
あ
る
か
、
之
を
確
め
る
ぺ
き
第
三
の
記
事
が
な
い
の
は
甚
遺
憾
で
あ
る
。
ハ
諒
者
註
〉
0
日
本
側
の
記
事
ざ
し
て
は
次
の
誌
な
も
の
も
あ
る
。
『
法
要
分
界
固
考
」
に
「
骨
西
盟
国
の
卒
、
我
図
に
お
い
て
初
め
て
問
h
H
L
口
元
文
四
年
己
未
房
州
奥
州
の
近
海
へ
、
ム
ス
ヨ
ウ
ピ
ヤ
の
髭
加
往
来
L
、
土
民
へ
銀
銭
等
島
県
へ
し
た
以
て
初
さ
す
べ
き
か
云
々
』
さ
め
る
o
元
文
四
年
は
丁
度
目
暦
一
七
一
一
一
九
年
に
営
り
ム
ス
ヨ
ク
ピ
ヤ
さ
は
吋
ベ
引
っ
引
l
判
ハ
毛
ス
ヨ
引
〉
よ
リ
出
七
る
語
で
露
い
西
亜
の
事
で
あ
る
。
又
『
詔
航
一
頃
』
に
『
元
丈
四
年
己
未
五
月
廿
五
目
、
安
房
凶
天
津
村
の
海
岸
に
異
図
船
渡
来
し
て
、
土
人
市
右
筒
-
門
に
銀
銭
一
た
投
ナ
、
同
月
廿
入
日
ま
土
陸
奥
図
谷
河
演
に
披
来
L
、
百
姓
平
三
郎
に
同
じ
く
一
た
血
ハ
ふ
云
々
』
さ
め
る
。
又
『
設
要
分
界
闘
考
』
を
之
四
に
「
赤
人
の
蝦
実
地
に
来
る
こ
さ
記
載
な
げ
れ
ば
其
初
は
知
れ
ず
、
今
蝦
夷
の
語
る
所
定
松
前
人
の
停
ふ
る
所
さ
た
採
録
し
て
其
事
由
た
見
る
の
一
助
ざ
す
、
守
重
按
す
る
に
元
文
四
年
奥
州
議
房
川
筋
海
上
へ
異
図
加
見
ゆ
‘
溺
海
の
者
銀
銭
岳
得
れ
い
リ
、
長
崎
へ
遺
し
て
紅
毛
加
比
丹
へ
見
ぜ
し
め
ら
れ
し
に
ム
ス
ヨ
ウ
ピ
ヤ
図
の
文
字
な
リ
さ
一
耳
、
是
日
本
海
に
赤
人
般
の
来
リ
し
初
な
る
べ
し
云
々
』
て
あ
る
。
又
同
書
巻
之
七
に
「
骨
西
亜
人
の
こ
さ
蝦
夷
地
に
て
は
『
フ
ウ
ν
V
ヤ
ム
』
さ
云
ふ
、
『
フ
ウ
V
』
さ
は
「
赤
』
の
夷
言
に
し
て
「
V
ヤ
ム
』
て
は
「
人
』
の
英
言
な
り
実
初
め
て
夷
地
へ
渡
来
の
時
程
々
緋
の
服
た
着
付
}
し
故
に
夷
人
之
島
「
フ
ウ
V
V
ヤ
ム
』
さ
呼
ぴ
し
な
リ
松
前
人
諒
し
て
「
赤
人
』
さ
一
苫
ひ
我
邦
に
於
て
初
め
て
其
図
の
事
問
b
し
は
元
文
四
己
未
房
州
奥
州
の
淑
海
へ
「
ム
ス
ヨ
ウ
ピ
ヤ
」
の
盟
加
往
来
L
土
民
に
銀
銭
等
島
県
へ
し
た
以
て
初
さ
す
ペ
ミ
ぜ
か
、
目
白
人
の
名
は
「
ス
パ
シ
ペ
ス
ト
ロ
ム
」
云
々
、
さ
め
る
o
ル
グ
-
h
p
ム
日
露
関
係
羽
侭
二
四
商
業
さ
経
済
ニ四ニ
(
安
言
。
露
国
側
の
記
事
に
あ
る
時
日
吉
、
日
本
側
の
記
事
に
あ
る
時
日
さ
の
相
違
は
、
太
陽
暦
よ
リ
十
三
日
間
後
る
』
露
暦
芝
、
太
陰
暦
さ
の
相
還
に
因
る
o
又
緯
度
が
貸
際
さ
多
少
相
遣
し
て
居
る
は
露
人
の
観
測
間
遠
さ
思
ふ
〉
0
判
J
川
叶
寸
川
J
引
は
列
利
川
川
利
川
内
に
着
い
て
直
ち
に
探
険
隊
長
寸
川
パ
パ
J
引
に
日
本
探
而
し
て
千
島
列
島
中
、
北
端
に
あ
る
数
個
の
島
は
既
に
露
闘
に
併
合
さ
せ
た
が
、
自
僚
の
島
も
悉
く
之
を
征
服
し
露
国
の
治
下
に
錦
せ
し
む
る
震
に
は
格
別
の
険
の
結
果
を
報
告
し
た
。
面
倒
を
要
せ
な
い
ご
の
意
見
も
吐
き
、
又
比
野
心
遂
行
の
た
め
千
島
列
島
に
向
っ
て
再
度
の
遠
征
を
決
行
す
べ
き
希
望
も
述
ぺ
た
。
ぺ
1
y
y
グ
は
全
員
さ
協
議
の
結
果
、
探
険
報
告
及
千
島
事
情
説
明
の
結
局
ジ
.
ハ
ン
ペ
Y
グ
を
べ
-
7
Y
プ
Y
列
ヘ
差
向
け
た
。
ジ
バ
シ
ペ
y
グ
の
探
険
報
告
は
そ
れ
よ
b
以
前
に
後
送
さ
れ
て
あ
っ
た
の
で
、
ジ
.
ρ
y
ぺ
Y
グ
が
ヤ
ク
1
ト
只
グ
に
着
〈
ご
直
ち
に
前
迭
を
止
め
ら
れ
、
四
月
十
五
日
に
は
探
険
事
業
新
規
蒔
直
し
の
翁
さ
あ
っ
て
刑
判
J
1
M
l引
刈
へ
引
返
す
べ
き
命
令
じ
接
し
た
、
そ
れ
は
判
J
ぺ
判
寸
川
l
列
は
日
本
海
岸
へ
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
朝
鮮
海
岸
へ
行
っ
た
ご
其
筋
に
思
は
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
七
四
二
年
五
月
二
十
三
日
叶
ベ
汁
寸
川
J
引
は
新
規
採
険
の
念
じ
上
っ
た
。
然
じ
浪
霧
.
強
烈
な
る
逆
風
、
舶
の
粗
造
等
の
た
め
間
も
な
く
引
返
し
た
、
日
本
の
海
岸
に
到
達
し
な
か
っ
た
事
は
無
論
で
あ
る
c
ジ
バ
ン
事
へ
Y
グ
の
探
険
報
告
は
計
算
問
達
、
取
調
不
足
の
甚
し
き
も
の
で
何
等
直
接
賞
、
際
的
利
盆
を
我
等
に
輿
へ
な
か
っ
た
が
、
地
理
率
上
に
は
甚
大
な
る
貢
献
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
有
名
な
地
理
亭
者
引
打
以
刻
刊
川
川
、
ポ
1
ゼ
、
斗
ペ
パ
汁
等
は
刈
刈
パ
ペ
バ
列
及
ヲ
y
ト
シ
の
報
告
の
不
明
瞭
な
る
に
も
拘
は
ら
子
、
主
ざ
し
て
其
報
告
に
基
い
て
、
有
名
な
る
地
闘
を
作
製
し
た
o
此
探
険
は
初
め
て
秘
密
図
の
幕
を
開
き
、
単
に
日
本
に
関
す
る
妄
想
的
風
訴
を
撤
散
し
た
の
み
な
ら
子
、
日
本
の
地
理
的
情
態
守
閣
明
し
、
確
に
日
本
へ
行
く
航
路
を
知
ら
し
め
英
他
此
探
険
の
結
果
解
明
さ
れ
た
事
件
営
列
車
や
す
る
ご
.
一
、
蝦
夷
は
比
較
的
た
の
で
あ
る
。
大
な
ら
ぎ
る
島
で
、
従
来
考
へ
ら
れ
て
居
た
如
く
亜
細
亜
大
陸
の
一
部
分
で
は
な
い
事
、
二
、
ガ
マ
な
る
土
地
は
存
在
せ
ざ
る
事
」
ニ
ジ
タ
ア
シ
ラ
ン
ヂ
ヤ
(
ユ
ア
ー
ト
ラ
シ
ド
)
及
コ
シ
メ
子
イ
利
オ
叶
叫
叶
川
|
引
は
千
島
列
島
中
の
二
島
で
あ
る
事
等
で
あ
る
。
倫
比
探
険
は
将
来
の
放
行
及
探
険
に
強
き
刺
戟
を
奥
へ
た
事
は
勿
論
で
、
露
図
の
地
理
事
後
達
に
大
影
響
を
及
ぼ
し
た
さ
謂
は
ね
ば
な
ら
わ
州
。
~ 
J、
露
.
人
の
千
島
侵
入
前
記
十
周
ば
か
り
の
遠
征
の
結
果
露
国
さ
千
島
さ
の
関
係
は
愈
々
濃
密
じ
な
っ
た
。
徳
自
信
一
関
係
協
源
二
四
三
商
業
ミ
経
済
一
二
四
四
に
ぺ
1
9
Y
グ
の
遠
征
隊
に
加
入
し
た
船
長
チ
リ
コ
フ
は
一
七
四
三
年
政
府
に
建
言
し
て
『
日
本
さ
永
久
的
の
商
関
係
を
維
持
す
る
た
め
、
千
島
中
で
を
占
領
し
、
そ
れ
に
健
一
塞
を
建
設
し
て
珠
て
必
要
・
な
る
守
備
隊
を
置
き
、
日
本
行
の
商
路
を
守
一
番
目
本
に
接
、
返
す
る
島
(
閤
後
島
)
護
せ
し
む
ぺ
き
事
の
必
要
』
を
逃
ぺ
た
。
此
建
言
は
政
府
の
採
用
す
る
所
ぜ
な
ら
な
か
っ
た
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
が
、
然
し
其
後
間
も
な
く
『
千
島
列
島
占
領
す
べ
し
』
さ
の
意
見
は
結
局
政
者
間
に
持
上
っ
た
。
0
0
0
0
 
其
結
果
ご
し
て
列
利
川
川
利
列
の
長
官
に
命
令
が
下
っ
茂
英
命
令
ご
い
ふ
の
は
『
千
島
は
日
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、
0
0
0
0
つ
o
o
o
n
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
本
じ
従
属
し
て
居
な
い
さ
い
ふ
理
由
の
下
に
之
を
露
図
の
管
下
に
帰
せ
し
む
べ
し
』
ざ
い
ふ
w
y
ヌ
ヰ
1
7
の
商
人
は
此
使
命
を
受
け
て
千
島
へ
行
の
で
あ
っ
た
。
チ
ュ
ー
ク
ロ
プ
、
チ
エ
き
滞
在
三
年
で
あ
っ
た
が
残
忍
さ
食
欲
さ
を
恋
に
し
た
の
で
、
さ
ら
・
ぬ
だ
に
露
人
に
敵
意
を
持
つ
千
島
人
は
盆
々
敵
笥
行
匁
に
出
た
の
で
あ
っ
た
。
一
・
七
四
四
年
ヤ
ク
I
ト
ス
ク
の
一
人
の
士
放
が
磨
勘
留
島
に
行
っ
た
時
一
人
の
日
本
人
は
、
露
人
が
直
接
図
後
島
へ
露
園
の
商
品
を
捻
出
す
る
事
を
悠
恋
し
た
。
一
七
四
五
年
に
は
毛
皮
支
徴
集
束
λ
ロ
ポ
ド
チ
ヨ
プ
は
溢
繭
古
丹
島
じ
て
ユ
ア
ジ
グ
イ
ご
い
ふ
日
本
人
か
ら
日
本
に
関
す
る
種
々
の
誌
を
聞
知
し
た
。
露
人
の
中
で
も
殊
に
牧
税
実
は
殆
ぜ
毎
年
手
近
の
千
島
へ
渡
っ
て
居
た
が
‘
常
に
食
欲
さ
暴
行
さ
を
慈
し
う
し
て
掠
奪
殺
裁
は
不
断
に
行
ひ
、
又
土
人
の
比
一
一
細
な
違
背
に
謝
し
で
も
残
酷
な
刑
罰
を
…
加
へ
一
て
居
た
。
二
土
人
は
…
斯
〈
の
如
き
迫
害
に
堪
へ
子
、
自
然
、
よ
b
以
上
安
全
な
南
方
を
指
し
て
遁
逃
す
る
さ
い
ふ
情
態
で
あ
っ
た
。
西
比
利
亜
知
事
サ
モ
イ
ノ
フ
は
千
島
列
島
に
関
す
る
諸
種
の
報
告
を
得
、
又
占
守
島
よ
り
数
へ
て
第
二
十
一
番
目
の
島
迄
は
日
本
に
関
係
な
き
事
を
イ
Y
ク
!
ト
只
ク
に
往
す
る
日
本
人
の
・
申
告
で
知
り
大
に
戚
や
る
所
が
あ
っ
た
、
而
し
て
列
J
小
!
ト
ス
ク
の
長
官
プ
レ
子
ス
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
・
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
判
J
川
に
『
千
島
を
詳
細
に
巡
検
し
て
之
を
露
閣
の
治
下
に
館
せ
し
め
よ
』
さ
命
じ
た
。
子
久
子
Y
は
比
任
務
を
チ
キ
シ
、
チ
ュ
1
プ
ロ
フ
、
チ
エ
Y
ヌ
ヰ
1
7
の
三
名
に
委
ね
た
。
チ!
利
川
引
は
程
な
く
死
ん
だ
の
で
残
り
の
二
人
が
千
島
に
渡
hJ
迄
三
年
間
諸
島
に
渡
b
遂
に
捧
捉
(
十
九
番
目
の
島
)
迄
も
行
っ
た
が
、
食
欲
は
チ
エ
Y
ヌ
ヰ
I
引
は
又
残
忍
な
黙
に
於
て
は
従
来
類
例
な
き
程
の
者
だ
っ
た
の
で
、
土
人
を
し
て
盆
々
武
装
一
七
六
六
年
か
G
一
七
六
九
年
を
践
に
せ
し
め
た
。
七
七
年
イ
ノレ
ク
新!
のス
女日 ク
〈知
千。事
島0 は
に0 千
調。島
す0 及
るO 日
我0 本
政0 秘
策。密
は。大
親。遠
手口。 征
的。の
準
備
を
堪
察
加
長
官
ぺ
ム
に
委
任
し
た
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
よ
り
漸
次
侵
略
的
に
愛
化
し
た
の
で
あ
る
。
ぺ
ム
は
商
人
一
ν
ペ
ヂ
エ
ア
・
ラ
一
九
ト
チ
キ
ン
を
説
得
し
て
此
「
秘
密
航
海
』
の
準
備
を
引
受
け
さ
せ
た
。
-
プ
只
ト
チ
キ
シ
は
『
コ
ラ
イ
』
さ
い
ふ
般
を
提
供
し
、
隊
長
じ
は
日
本
語
を
知
る
ア
ン
チ
ピ
ン
ざ
い
ふ
一
士
族
を
指
定
し
た
。
此
日
露
関
係
捌
源
二
四
玉
商
業
主
経
済
『
航
海
』
の
隊
員
の
中
に
は
航
海
見
習
プ
1
チ
y
y
オ
フ
及
日
本
語
率
校
生
徒
オ
チ
エ
二
四
京
v 
チ.
Y
も
居
た
。
ペ
ム
か
ら
ア
Y
チ
ピ
ン
に
奥
へ
ら
れ
た
命
令
の
眼
目
ざ
し
て
は
『
日
本
の
康
表
、
市
の
数
、
城
砦
.
軍
隊
、
商
業
及
図
民
の
宗
敬
、
性
格
、
風
習
等
を
探
究
す
る
事
』
で
あ
っ
た
、
而
し
て
倫
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
隊
員
の
責
任
ご
し
て
は
、
『
日
本
人
じ
謝
し
で
は
感
動
同
じ
可
略
に
、
紳
士
的
で
あ
る
べ
き
事
で
、
若
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
の
0
0
し
土
人
を
凌
辱
す
る
者
は
死
刑
に
底
す
』
さ
一
玄
は
れ
で
あ
っ
た
。
『
ニ
コ
ラ
イ
』
競
は
蟻
装
成
b
愈
々
一
七
七
五
年
六
月
二
十
四
日
ベ
ト
ロ
.ρ
ク
ロ
タ
九
グ
を
出
帆
し
た
が
千
島
の
第
'
十
八
番
島
(
待
撫
島
」
附
廷
で
難
破
し
て
し
ま
っ
た
。
一
七
七
七
年
九
月
セ
ぞ
れ
か
ら
二
年
た
っ
て
レ
ホ
ア
、
レ
ペ
ヂ
エ
プ
の
二
商
人
は
南
千
島
諸
島
及
日
本
遠
征
隊
を
自
費
で
組
織
し
た
。
此
皮
は
ア
ホ
1
ト
守
山
ク
か
ら
一
七
七
七
年
九
月
十
日
出
帆
し
て
無
事
得
撫
島
じ
達
し
、
多
箆
し
門
列
|
引
を
沼
地
獄
に
件
ひ
第
十
九
番
?と
O 
翌
春
に
な
っ
て
セ
バ
ー
シ
さ
一
お
ふ
商
人
が
オ
チ
エ
島
(
捧
捉
)
に
渡
り
、
土
人
を
設
勧
め
て
露
図
の
臣
下
た
ら
し
め
、
尚
南
進
し
て
第
二
十
二
番
島
印
も
蝦
夷
島
の
厚
岸
浴
に
到
b
、
日
本
人
ご
曾
見
し
て
相
互
取
引
の
た
め
毎
年
図
後
島
の
北
方
の
湾
へ
来
航
す
る
事
を
協
約
し
た
。
一
七
七
入
年
九
丹
七
日
V
ぺ
ヂ
エ
プ
の
お
闘
で
ア
y
一
七
七
九
年
の
泰
チ
ピ
Y
ざ
セ
バ
y
v
ご
が
各
種
の
商
口
聞
を
持
っ
て
得
撫
島
に
渡
っ
た
。
セ
バ
y
y
さ
ア
ン
チ
ピ
y
は
部
下
四
十
五
人
さ
七
般
の
小
舟
ヘ
脇
腕
の
反
で
張
っ
た
小
舟
)
に
分
乗
し
て
厚
岸
へ
向
ひ
六
月
二
十
四
日
日
本
の
或
る
湾
に
着
い
'
た
、
此
所
で
日
本
人
ご
曾
党
し
て
恒
久
的
商
関
係
を
取
結
ぶ
べ
き
談
剣
を
な
し
た
が
、
日
本
人
は
元
来
露
人
さ
の
通
商
を
欲
し
て
居
な
か
っ
た
の
で
、
此
皮
の
商
議
は
全
く
不
成
功
に
終
っ
た
。
露
人
は
多
箆
の
た
め
得
撫
島
に
引
返
し
た
(
此
島
は
般
の
根
地
跡
地
で
越
年
の
場
所
さ
な
っ
て
居
た
)
0
是
よ
り
以
後
露
人
の
中
で
濡
手
で
粟
を
掴
ま
う
さ
云
ふ
漣
中
は
毎
年
千
白
一
向
へ
渡
航
し
高
債
な
毛
皮
や
海
産
物
を
些
少
の
債
で
買
占
め
又
は
有
利
に
土
人
さ
交
換
し
て
居
た
、
就
中
臓
虎
に
依
っ
て
露
人
は
互
誌
の
利
を
待
て
居
た
の
で
あ
る
。
然
し
露
人
は
土
人
よ
り
好
意
を
以
て
迎
へ
ら
る
、
》
事
は
全
く
無
か
っ
た
、
日
疋
は
露
人
が
従
来
土
人
に
封
し
て
刷
局
し
た
行
動
の
蛍
然
の
反
映
ぜ
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
買
に
般
長
v
.戸
シ
ペ
Y
・
グ
の
遠
征
の
時
よ
b
印
も
一
七
四
O
年
よ
り
十
入
世
紀
の
終
迄
の
期
間
は
千
島
に
於
て
露
人
の
掠
奪
会
盛
時
代
で
あ
っ
た
事
a
h
T
自
白
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
o
イ
列
バ
ペ
ペ
判
汁
刈
オ
ペ
l
引
は
露
人
の
亜
細
亜
東
北
部
遠
征
歴
史
を
一
略
述
‘
し
て
居
る
が
就
中
「
一
七
四
二
年
オ
ペ
パ
寸
川
|
列
の
遠
征
さ
B
一
七
九
二
年
利
村
利
引
バ
の
遠
征
之
の
期
間
に
、
露
図
商
人
は
千
島
及
蝦
夷
な
一
一
品
な
ら
歩
訪
問
し
た
が
、
卒
術
上
じ
も
又
商
業
関
係
上
に
も
何
等
成
功
を
得
な
か
っ
た
』
さ
云
ふ
て
居
る
o
露
人
の
千
島
侵
入
を
日
本
の
年
代
記
を
以
て
紹
介
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
日
露
関
係
淵
源
ニ
四
七
商
業
主
経
済
二
四
入
シ
チ
、
掠
捉
に
来
り
島
中
た
巡
察
し
、
得
撫
に
時
リ
滞
一
一
七
六
六
年
ハ
明
和
三
年
〉
昏
人
イ
グ
シ
エ
留
し
て
越
年
寸
。
一
七
六
七
年
ハ
同
四
年
〉
得
挺
よ
り
師
帆
の
訟
中
、
羅
庭
輪
夷
人
に
封
し
、
不
法
ル
行
ひ
其
舟
た
翠
ふ
。
一
七
六
入
記
入
同
五
年
〉
骨
人
組
底
的
に
て
、
待
撫
島
の
京
拘
H
Y
一
ナ
h
ウ
に
来
り
て
越
年
す
。
四
一
七
六
九
年
ハ
同
六
年
〉
骨
人
得
撫
に
来
い
る
o
一
七
七
O
年
(
同
七
年
〉
得
撫
に
て
、
骨
人
探
捉
の
長
束
キ
砲
-
殺
寸
。
玉..L. /、
一
七
七
一
年
ハ
同
八
年
〉
得
撫
に
て
想
捉
、
羅
庭
輸
の
突
入
連
合
し
て
、
骨
人
数
十
人
為
殺
す
。
七
一
七
七
二
年
〈
安
永
元
年
〉
マ
カ
シ
ル
ル
に
℃
羅
庭
輸
入
の
潟
め
に
魯
人
殺
さ
る
o
一
七
七
三
年
(
同
二
年
〉
哲
人
大
船
た
率
ひ
来
て
得
撫
西
浦
ア
y
h
p
ト
イ
に
て
破
加
す
。
九
一
七
七
四
年
ハ
同
三
年
〉
魯
人
得
採
の
引
J
つ
利
川
引
に
在
る
者
懇
捉
人
吉
和
し
て
廷
に
貿
易
の
詮
た
聞
く
。
入十
一
七
七
五
年
ハ
同
四
年
〉
骨
人
得
撫
ア
y
h
p
ト
イ
に
滞
留
寸
ろ
者
さ
交
易
す
る
事
前
年
の
如
し
。
一
般
来
十
一
七
七
六
年
ハ
同
五
年
〉
昏
人
得
撫
の
ア
y
タ
ト
ィ
ι
滞
留
す
る
四
年
、
本
図
よ
リ
大
知
リ
て
J
j
l
l引
l
引
U
川
バ
川
島
去
リ
、
島
市
・
判
十
ニ
ナ
ウ
に
越
年
す
。
一
七
七
七
年
ハ
同
六
年
〉
骨
人
去
リ
て
九
月
再
び
来
り
越
年
す
。
一
七
七
八
年
ハ
同
七
年
〉
骨
人
ケI
J
1川
引
1
判
、
メ
|
引
l
引
札
川
引
っ
E
叶
刈
|
Y
4
1
(
外
大
勢
の
者
共
、
向
後
骨
西
亜
図
よ
り
、
活
信
遁
商
限
ざ
し
て
、
得
撫
品
よ
り
小
，
加
に
乗
込
み
、
来
蝦
夷
地
引
u
川
H
州
H
川
H
刈
領
の
内
ノ
y
カ
マ
フ
番
屋
運
上
屋
へ
渡
来
、
松
前
家
の
区
ロ
接
し
明
年
再
ぴ
来
る
た
約
し
得
撚
戸
時
リ
惑
に
ア
ホ
l
ト
ス
グ
に
師
リ
、
又
此
年
杭
・
一
本
得
撚
島
へ
波
来
し
越
年
す
。
一
七
七
九
年
ハ
同
八
年
V
ク
ν
ト
フ
セ
再
び
来
蝦
夷
に
至
リ
ア
y
利
引
に
て
松
前
家
の
官
民
合
十十
四
し
、
去
年
読
ふ
所
の
沼
商
泊
信
色
事
与
以
て
す
、
詐
さ
れ
ず
し
て
師
リ
得
撫
に
越
年
す
。
也
八
O
年
ハ
同
九
年
〉
ク
ν
ト
フ
セ
の
乗
船
、
四
日
撫
円
y
ニ
ナ
ウ
碇
泊
中
風
に
逢
ふ
て
船
島
陸
に
瓢
拐
さ
れ
、
溺
死
す
る
者
あ
り
、
.
此
年
十
月
得
撫
西
浦
吋
川
ハ
，
に
外
図
品
た
積
入
れ
れ
る
骨
船
涼
ひ
来
る
、
就
て
之
島
見
れ
陀
死
骸
一
個
あ
り
、
夷
人
等
実
物
品
在
掠
め
其
舵
た
焚
く
。
十
六
一
七
八
一
年
ハ
天
明
一
冗
年
〉
列
|
川
パ
川
ガ
1
J
引
等
符
撫
よ
リ
小
舟
に
駕
し
て
本
凶
に
蹄
ろ
o
一
十
七
一
七
八
四
年
〈
同
四
年
〉
引
川
l
J
川
引
I
J
引
等
大
胞
に
乗
リ
、
安
永
九
年
侍
撫
y
l
J「
利
引
に
揚
げ
ら
れ
大
る
舵
た
下
さ
ん
ざ
し
て
来
れ
ど
も
既
ド
四
年
の
星
霜
在
歴
し
て
は
腐
朽
し
て
其
用
在
な
さ
?
。
十
五
十
八
一
七
八
五
年
ハ
同
玉
年
)
骨
人
イ
ジ
ユ
ヨ
外
二
人
)
ん
ツ
レ
ト
ブ
セ
同
行
者
の
内
)
、
得
撫
よ
り
鐸
.
捉
F
に
至
リ
て
越
年
す
。
十
九
一
七
九
五
年
(
寛
政
七
年
〉
骨
人
ケ
V
ト
フ
セ
、
明
レ
ネ
エ
チ
等
大
加
に
采
リ
、
得
探
引
J
刊
ナ
ウ
に
来
リ
三
十
銭
人
た
上
陸
ぜ
し
め
、
他
は
其
舶
に
て
本
図
に
一
蹄
ろ
o
ジ
リ
ヨ
二
十
一
七
九
六
年
ハ
同
入
年
〉
よ
り
一
入
O
O
年
〈
同
十
二
年
〉
迄
骨
人
得
撫
高
に
滞
在
、
し
て
、
東
蝦
夷
柑
ア
Y
Lツ
ジ
の
夷
等
主
交
易
-L
始
む
。
二
十
一
八
O
O
年
ハ
同
十
二
年
〉
ア
wJ
ケ
ジ
、
子
|
斗
っ
J
町
、
グ
ナ
V
グ
の
蝦
夷
人
等
-WJ
わ
w
y
プ
島
波
行
貿
易
た
股
禁
寸
。
二
十
二
一
入
O
二
年
〈
享
和
二
年
〉
よ
り
一
入
O
五
年
ハ
文
化
二
年
U
迄
ク
ν
ト
フ
セ
等
得
撫
に
滞
居
す
さ
雌
も
交
易
の
事
な
し
。
二
十
三
一
入
O
五
年
ハ
文
化
二
年
〉
ケ
ν
ト
フ
セ
{
納
涼
し
て
他
の
者
本
因
へ
師
る
。
右
は
岡
本
氏
の
北
海
道
由
民
稿
に
掲
げ
ら
れ
た
る
四
十
年
間
の
年
代
記
で
あ
っ
て
人
名
の
日
一
一
品
関
係
淵
源
ニ
四
九
商
業
主
程
調
二
五
O
正
確
を
失
L
て
は
居
る
が
、
そ
れ
で
も
露
人
の
千
島
侵
入
に
関
す
る
日
本
側
の
材
料
を
総
合
し
て
居
る
、
而
し
て
大
睦
に
於
て
露
園
側
の
記
録
さ
符
合
し
て
，
居
る
コ
露
人
は
、
日
本
の
経
済
的
勢
カ
の
下
に
あ
る
千
島
へ
斯
く
の
如
く
絶
へ
十
侵
入
し
て
は
暴
行
を
逗
し
う
す
る
の
で
、
日
本
人
ご
し
て
は
、
自
然
、
露
人
を
恐
怖
せ
?
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
か
さ
思
は
れ
る
が
二
陸
日
本
人
は
凡
て
の
外
閤
人
を
恐
れ
、
外
因
人
じ
封
IJ
て
は
白
闘
の
浴
を
開
か
な
か
っ
た
(
外
因
貿
易
の
た
め
閃
か
れ
た
る
唯
一
の
港
は
長
崎
で
而
も
特
典
は
和
蘭
九
じ
詐
輿
さ
れ
で
あ
っ
た
)
。
不
可
思
議
な
る
露
人
が
千
島
列
島
を
支
配
し
、
日
本
を
覗
く
に
及
ん
で
は
、
日
本
は
大
じ
彼
等
を
恐
怖
し
た
が
、
さ
り
さ
て
之
佐
治
ひ
梯
ふ
丈
の
力
T
持
た
な
い
の
で
、
露
人
さ
の
如
何
な
る
交
渉
も
絶
お
に
禁
じ
、
以
前
に
勝
っ
て
鈴
図
主
義
を
守
り
、
海
岸
防
備
の
匁
に
は
断
乎
た
る
方
法
を
取
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
日
本
が
、
露
人
の
日
本
E
海
岸
出
現
を
侵
略
的
、
偵
察
的
意
味
に
誤
解
し
.
倫
一
七
七
一
年
(
明
和
入
年
)
露
閣
に
敬
意
を
持
つ
判
別
グ
只
ト
・
ペ
ニ
オ
プ
『
ハ
キ
1
伯
(
川
シ
ペ
シ
プ
ロ
)
の
議
露
的
行
動
じ
依
り
盆
々
露
困
じ
悪
戚
を
持
つ
に
至
っ
た
の
は
畳
一
に
遺
憾
で
あ
る
。
